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はじ

本資料は、昨今進歩の著しいモータ制

これに関わる当社の製品開発者の教育

お客様との相互理解を深めるために、

掲載内容については、多岐にわたる専

基礎的なものに留め 且つ要点のみを

厳密性に欠く記載表現がありますこと

めに

制御用インバータの基本を理解し、

育のために作成された資料を、

ここに掲載するものです。

専門技術者の理解を容易にするため、

を説明していますので、

と、あらかじめご理解ください。



電気エネル
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インバー

インバータは大きくモータ等の制御用と

本資料は 主にモータ駆動
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インバータの

現在 様々なインバータが広範囲の用
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社 バ タ 適 た

インバータ回路

当社はインバータに適した
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ここでは、インバータの制御対象で
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ある各種モータについて基礎知識を
て説明します。
の特性は大きく異なります。
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DCモータの巻線に
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DCモータはその巻線構造により大
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始動トルク大、高回転 直巻と分

M
電界

M機
子

界
磁＋

－

＋

－

界
磁

による特性の違い

分巻モータ分巻モータモータモータ

きく次の３種類に分類されます。
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直流ブラシレスモー

ブラシレスモータは近年急
電気接点を廃した信頼性の高

専用のドライブ回路

その特性は回転子に永久磁
基本的には分巻モータの

インバータを用いることで特性を様
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タの構造と駆動回路

急速に普及してきました。
高い構造となっていますが、
路が必要となります。

石を使用していることから
の特性に近いのですが、
様々に変化させることができます。
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三相同期＆誘導モー

最も普及しているのが
ほとんどの場合誘導モータおよび

回転数およびトルクを高
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が交流三相モータです。
同期モータは同一のインバータで
高精度に制御できます。
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